所有車の使用規程

（目　　的）
第１条　この規程は、事業所が所有する車輌の使用に関する事項を定めるものである。
（所有車の定義）
第２条　この規程で所有車とは、事業所の所有であると事業所からの借上げであるとを問わず、事業所が常時使用する自動車、自動二輪車および原動機付自転車をいう。
（運 転 者）
第３条　所有車は、次のすべてを満たす者のほかは運転してはならないものとする。
①　原則として、1年以上の運転経験を持つ者
②　事業所が運転者として適格と認めた者
③　職務として運転を命ぜられた者
（所有車使用手続）
第４条　所有車の使用については、所属長の許可を受けるものとする。
（運転者の遵守事項）
第５条　職務として所有車の運転を命ぜられた運転者は、次の事項を遵守しなければならない。
①　常に車輌の点検整備を行い、安全運行の保持に努めること
②　運行中は交通法令を遵守し、交通マナーの向上に努めること
③　心身の故障により、安全運転に支障をきたす心配があるときは遠慮なく上司に申し出ること
④　気象情報、交通情報に常に留意し、安全運行と効率的運行に努めること
⑤　利用者の乗降に際しては、最後の一人まで安全を十分に確認してから発車すること
⑥　車輌を離れるときは必ずロックし、また作業終了後はキーを所定の場所に保管し、他人の無断使用および盗難防止に努めること
⑦　当施設の車輌に業務上必要でない他人を便乗させ、または他人の荷物を運搬しないこと
⑧　運行中交通事故を発生させ、もしくは被災し、または車輌が故障して運行不能になったときは、その概要を上司に報告して指示を受けること
⑨　運行中、交通事故を発生させたときは、被災者の救護、警察への通報等、加害者としての義務を誠実に果たすこと
⑩　許可なく当施設の車輌を私用に使用しないこと
２　本条に定める遵守義務を怠ったことによって生じた結果の責任は、原則として、本人に帰属するものとする。
（鍵の管理）
第６条　所有車の鍵は、当該所属長が管理するものとし、その保管方法については総務担当者に連絡のうえ行うものとする。
（事故の取扱い）
第７条　事故が発生したときは、その所有車の運転者は法令に定める処置を行うほか、直ちに所属長または事業所に報告し、その指示を受けるものとする。
２　事故が発生した場合の事故取扱い事務は、所属長が主管し、これを処理するものとする。この場合、速やかに総務担当者に報告しなければならない。
３　総務担当者は、事故報告を受けたときは理事長の指示に従い、必要に応じ事故内容を検討のうえ現場調査を行い、所定の措置を行うものとする。
４　職員が事業所の業務遂行中に事故を引き起こした場合、その損害賠償または損害賠償請求の責任は、事業所が負うこととする。ただし、業務遂行中といえども無免許、飲酒および職員の故意または重大な過失に基づくものについては、このかぎりではない。
５　職員が事故を引き起こした場合、それが軽微なものであっても事故現場において個人が示談をしてはならないものとする。
６　事故が発生した場合は、事故の大小にかかわらず、速やかに所属長経由で「事故報告書」を提出するものとする。
（法令違反の罰金、科料）
第８条　運転者の故意または過失に起因する法令違反に対する罰金、科料は本人の負担とする。
（費用の負担）
第９条　所有車に必要な燃料は、原則として事業所が指定する業者にて購入するものとする。
２　事業所は、燃料費、有料道路通行料など業務上の使用に伴って発生した諸経費については、その実費を支給する。この場合、領収証を添付のうえ請求するものとする。
（疑義解決等）
第10条　この規程に疑義が生じた場合の解決ならびにこの規程に定めがない事項の取扱いについては、理事長がこれを決定するものとする。
附　　則
　
１．この規程は、平成○年○月○日から実施する。
　
２．この規程は、平成○年○月○日から変更して実施する。
　
３．この規程を改廃する場合には、職員代表の意見を聴いて行う。
